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燃えしろ設計の考え方図1

準耐火構造の軒裏の仕様例図2

外壁表面に木材を張る場合図3

燃えしろ

燃えしろ設計は長期荷重を支持する
すべての柱と梁に対してチェックを実
施する

準耐火構造の外壁表面に木材を張ることで、準耐火構造に
要求される性能（非損傷性、遮熱性、遮炎性）が低下する
ことはない。しかし、運用上、告示の外壁の表面には張って
よいが、大臣認定の外壁は木材を張った状態で認定を所得
していないと張ってはならないとされている

想定した断面から所定の燃えしろ寸法
を差し引く。基本は4面共に差し引く

この断面に長期荷重が生じたときの
応力度が短期許容応力度を超えなけ
ればよい。超えた場合は、元の断面を
大きくする

●燃えしろ寸法

●木材を露しとする場合 ●不燃性の軒天材で覆う場合

大規模木造建築物
（法21条、令129条の2の3、
昭62建告1901号、1902号）

準耐火構造
（平12建告1358号）

1時間準耐火構造
（平12建告1308号）

集成材、LVL 製材

25㎜

35㎜

45㎜

30㎜

45㎜

60㎜

面戸板45㎜厚以上

硬質木片セメント
板厚12㎜以上など

外壁：準耐火構造

鼻隠し：30㎜以上の木材でつくり不燃材料で覆う。
　　　　または葺くか、不燃材料でつくる

外壁：準耐火構造

野地板30㎜厚以上

垂木

準耐火構造の外壁

木材
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木造準耐火建築物③
029燃えしろ設計の考え方図1

準耐火構造の軒裏の仕様例図2

外壁表面に木材を張る場合図3

燃えしろ

燃えしろ設計は長期荷重を支持する
すべての柱と梁に対してチェックを実
施する

準耐火構造の外壁表面に木材を張ることで、準耐火構造に
要求される性能（非損傷性、遮熱性、遮炎性）が低下する
ことはない。しかし、運用上、告示の外壁の表面には張って
よいが、大臣認定の外壁は木材を張った状態で認定を所得
していないと張ってはならないとされている

想定した断面から所定の燃えしろ寸法
を差し引く。基本は4面共に差し引く

この断面に長期荷重が生じたときの
応力度が短期許容応力度を超えなけ
ればよい。超えた場合は、元の断面を
大きくする

●燃えしろ寸法

●木材を露しとする場合 ●不燃性の軒天材で覆う場合

大規模木造建築物
（法21条、令129条の2の3、
昭62建告1901号、1902号）

準耐火構造
（平12建告1358号）

1時間準耐火構造
（平12建告1380号）

集成材、LVL 製材

25㎜

35㎜

45㎜

30㎜

45㎜

60㎜

面戸板45㎜厚以上

硬質木片セメント
板厚12㎜以上など

外壁：準耐火構造

鼻隠し：30㎜以上の木材でつくり不燃材料で覆う。
　　　　または葺くか、不燃材料でつくる

外壁：準耐火構造

野地板30㎜厚以上

垂木

準耐火構造の外壁

木材

P.67　誤 正
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木造3階建ての構造安全性確認ルート図

材料・仕様の確認

壁量計算（地震力・風圧力）

壁の片寄りの確認（地震力）

接合金物の選択

荷重・外力の計算

部材に生じる応力度≦許容応力度

応力計算

（加重や外力の組み合わせによる、
長期・短期の応力）

仕
様
規
定

１
次
設
計

２
次
設
計

木造3階建て
木造2階建て

木造平屋建て
高さ＞13m
軒高＞  9m
特定建築物

ルート2
END

ルート1
END

壁量計算
END

層間変形角の確認
　層間変形角≦1/200

偏心率の確認
　偏心率≦0.15

剛性率の確認
　各階剛性率≧0.6

高さ＞13m
軒高＞  9m

P.99　誤 正
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木造3階建ての構造安全性確認ルート図

材料・仕様の確認

壁量計算（地震力・風圧力）

壁の片寄りの確認（地震力）

接合金物の選択

荷重・外力の計算

部材に生じる応力度≦許容応力度

応力計算

（加重や外力の組み合わせによる、
長期・短期の応力）

仕
様
規
定

１
次
設
計

２
次
設
計

木造3階建て
木造2階建て

木造平屋建て
高さ＞13m
軒高＞  9m
特定建築物

ルート2
END

ルート1
END

壁量計算
END

層間変形角の確認
　層間変形角≦1/120

偏心率の確認
　偏心率≦0.15

剛性率の確認
　各階剛性率≧0.6

高さ≦13m
軒高≦  9m
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計算ルートの確認図

スタート

仕様規定の確認（令3章2節・3節）

応力計算

加重、外力

許容応力度

加重や外力の組み合わせによる
長期と短期の応力

応力度の確認

特定建築物＊ 設計者の判断

ルート1
END

ルート2
END

ルート3
END

層間変形角の確認（同令82の2）
層間変形角≦1／200（1／120）

高さ≦31m

設計者の判断

剛性率、偏心率の確認（同令82の3）
剛性率≧6／10
偏心率≦15／100

保有水平耐力の確認（同令82の4）

（建基令82）

No

OK

NG

No

Yes

Yes

１
次
設
計

２
次
設
計

＊ 特定建築物とは、木造で高さ13m、軒の高さ9mを超えるものをいう
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計算ルートの確認図

スタート

仕様規定の確認（令3章2節・3節）

応力計算

加重、外力

許容応力度

加重や外力の組み合わせによる
長期と短期の応力

応力度の確認

特定建築物＊ 設計者の判断 ルート1
END

ルート2
END

ルート3
END

層間変形角の確認（同令82の2）
層間変形角≦1／200（1／120）

高さ≦31m

設計者の判断

剛性率、偏心率の確認（同令82の6）
剛性率≧6／10
偏心率≦15／100

保有水平耐力の確認（同令82の3）

（建基令82）

No

OK

NG

No

Yes

Yes

１
次
設
計

２
次
設
計

＊ 特定建築物とは、木造では高さ13m、軒の高さ9mを超えるものをいう

P.123　誤 正
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壁倍率から許容耐力へ図

●壁倍率から許容耐力を求める

●耐力壁 ●準耐力壁

910

施行令や告示に壁倍率が記載されている耐力壁は、
壁倍率から許容耐力を求めることができる

品確法の準耐力壁は
壁量計算では使えな
いが、構造計算では
その壁倍率から許容
耐力を求めることが
できる

壁倍率2.0の耐力壁（例）

● 壁量計算では、壁倍率による壁長さで耐力を確認

● 構造計算では、倍率ではなく許容せん断耐力で表す
  （許容せん断耐力の略算式）

 壁倍率 × 壁長さ ＝ 存在壁量
 （2.0倍）  （0.91m）  （1.82m）

 壁倍率 × 1.96kN × 壁長さ ＝ 許容せん断耐力
 （2.0倍）  （1.96kN）  （0.91m）  （3.56kN）

基準法  壁量計算

品確法  壁量計算

基準法  構造計算

×

○

○

×

△

○

（両側を耐力壁・準耐力壁で
 挟まれている場合のみ）

筋かい45×90
（倍率2.0）
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壁倍率から許容耐力へ図

●壁倍率から許容耐力を求める

●準耐力壁 ●腰壁、垂れ壁

910

施行令や告示に壁倍率が記載されている耐力壁は、
壁倍率から許容耐力を求めることができる

品確法の準耐力壁は
壁量計算では使えな
いが、構造計算では
その壁倍率から許容
耐力を求めることが
できる

壁倍率2.0の耐力壁（例）

● 壁量計算では、壁倍率による壁長さで耐力を確認

● 構造計算では、倍率ではなく許容せん断耐力で表す
  （許容せん断耐力の略算式）

 壁倍率 × 壁長さ ＝ 存在壁量
 （2.0倍）  （0.91m）  （1.82m）

 壁倍率 × 1.96kN/m × 壁長さ ＝ 許容せん断耐力
 （2.0倍）  （1.96kN）  （0.91m）  （3.56kN）

基準法  壁量計算

品確法  壁量計算

基準法  構造計算

×

○

○

×

△

○

（両側を耐力壁・準耐力壁で
 挟まれている場合のみ）

筋かい45×90
（倍率2.0）

P.125　誤 正




